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岡
垣
町
の
東
部
地
域
に
は
、
明
治
か

ら
昭
和
に
か
け
て
中
小
の
規
模
の
炭
鉱

（
坑
）が
存
在
し
て
い
た
。

　
「
福
岡
県
地
理
全
誌（
遠
賀
郡
）」は
、

１
８
７
３（
明
治
６
）年
か
ら
２
年
を
か

け
て
調
査
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
岡

垣
に
は
鉱
山
と
し
て
石
炭
礦
場
が
戸
切

に
２
カ
所
、
野
間
に
１
カ
所
あ
っ
た
こ

と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　

江
戸
か
ら
明
治
に
な
り
、
新
政
府
は

鉱
山
に
対
す
る
政
策
を
進
め
、「
鉱
山
心

得
書
」を
１
８
７
２（
明
治
５
）年
に
発
布

し
て
、
鉱
物
の
所
有
権
・
採
掘
権
を
政

府
に
属
す
る
こ
と
と
し
た
。
翌
年
に
は
、

鉱
山
心
得
書
の
趣
旨
を
取
り
込
ん
だ「
日

本
坑
法
」が
発
布
さ
れ
、
明
治
期
前
半
の

鉱
山
政
策
の
詳
細
が
規
定
さ
れ
た
。

　
日
本
坑
法
は
、「
試
掘
を
経
て
炭
坑
を

開
坑
す
る
た
め
の
借
区
を
出
願
す
る
者

に
対
し
て
、
地
主
は
拒
否
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
」と
規
定
し
た
。
こ
れ
に
よ

り
、
岡
垣
に
も
多
く
の
借
区
が
出
願
さ

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
１

８
８
３（
明
治
16
）年
末
時
点
の
岡
垣
で

の
借
区
は
15
カ
所
を
数
え
て
お
り
、
戸

切
に
14
カ
所
、
野
間
に
１
カ
所
あ
っ
た
。

　
１
８
９
５（
明
治
28
）年
か
ら
１
９
１

２（
明
治
45
）年
ま
で
の
岡
垣
に
お
け
る

炭
坑
の
操
業
状
況
は
、
１
８
９
９（
明

治
32
）年
が
10
坑
と
最
も
多
く
、
翌
年

以
降
は
１
～
２
坑
に
減
少
し
て
推
移
し

て
い
る
。
ほ
と
ん
ど
が
小
規
模
炭
坑
で

あ
り
、
開
坑
は
し
た
も
の
の
操
業
を
継

続
で
き
な
か
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

　
「
筑
豊
炭
砿
誌
」に
は
、１
８
９
７（
明

治
30
）年
当
時
の
岡
垣
に
あ
っ
た
炭
坑

と
し
て
、
日
の
出
炭
坑
と
新
立
炭
坑
が

掲
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
、
い
ず

れ
も
戸
切
に
あ
っ
た
炭
坑
で
あ
る
。

●
日
の
出
炭
坑

　

借
区
の
坪
数
は
５
万
３
６
０
０
坪

で
、
１
８
９
０（
明
治
23
）年
３
月
に

岡
垣
歴
史
文
化
研
究
会　
石
田　
健
次

岡
垣
の
炭
鉱
①

　
　
　
―  
明
治
期
の
炭
鉱 

―

開
坑
し
た
が
、
当
時
、
石
炭
商
況
が
不

振
で
あ
っ
た
た
め
操
業
を
一
旦
中
止
し

た
。
そ
の
後
、
１
８
９
５（
明
治
28
）年

に
再
開
し
、
翌
年
に
初
め
て
出
炭
し
た
。

し
か
し
同
年
11
月
、
出
水
に
よ
る
排
水

処
理
に
困
難
を
極
め
た
た
め
、
休
山
と

な
っ
て
い
る
。

●
新
立
炭
坑

　

借
区
の
坪
数
は
２
万
６
０
３
０
坪

で
、
１
８
９
４（
明
治
27
）年
に
開
坑
し

た
。
出
炭
高
は
１
日
５
万
斤
で
あ
る
。

坑
夫
は
100
人
で
、
そ
の
多
く
が
夫
婦
で

あ
る
。
機
械
類
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
す

べ
て
人
力
に
よ
っ
て
い
る
。
採
掘
し
た

石
炭
の
運
搬
は
、
坑
口
か
ら
九
州
鉄
道

遠
賀
川
駅
ま
で
は
木
道
を
敷
設
し
て
車

力
に
よ
り
運
ん
で
い
る
。
遠
賀
川
駅
か

ら
は
、
鉄
道
で
門
司
の
新
立
炭
坑
出
張

所
ま
で
送
っ
て
販
売
の
取
り
扱
い
を
し

て
い
る
。

　
１
９
１
２（
明
治
45
）年
７
月
時
点
の

岡
垣
の
借
区
数
は
、
戸
切
、
野
間
、
黒

山
、
山
田
の
各
地
域
に
23
認
可
さ
れ
て

い
る
。
し
か
し
、
実
際
に
開
坑
し
操
業

し
た
炭
坑
は
、
戸
切
に
あ
っ
た
第
二
川

島
炭
坑
、
海
老
津
炭
坑
、
柳
谷
炭
坑
と

野
間
に
あ
っ
た
野
間
炭
坑
の
４
坑
の
み

で
あ
っ
た
。

　

明
治
期
の
炭
坑
で
は
、
頭
領
と
呼
ば

れ
る
人
々
が
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て

い
た
。
炭
坑
主
が
炭
鉱
経
営
に
精
通
し

て
い
な
い
場
合
に
は
、
頭
領
が
炭
坑
主

に
代
わ
っ
て
採
炭
事
業
の
す
べ
て
を
請

け
負
っ
て
い
た
。

　

こ
の
時
期
の
炭
坑
は
、
納
屋
制
度
と

呼
ば
れ
る
特
殊
な
労
働
制
度
の
も
と
に

あ
り
、
頭
領
自
ら
が
坑
夫
を
雇
い
支
配

し
て
い
た
。

　

１
９
０
２（
明
治

35
）年
に
刊
行
さ
れ

た「
筑
豊
鉱
業
頭
領

伝
」に
よ
っ
て
、
戸

切
炭
坑
や
日
の
出
炭

坑
で
頭
領
を
し
て
い

た
人
た
ち
の
名
前
が

分
か
る
。

　

頭
領
の
多
く
は
、

同
じ
炭
坑
に
長
く
留

ま
る
と
い
う
こ
と
は

な
く
、
中
に
は
そ
の

技
術
・
経
験
を
生
か

し
て
炭
坑
主
に
な
っ

た
者
も
い
た
。つ

づ
く

▶
岡
垣
町
に
あ
っ
た
炭
鉱
分
布
図
（「
岡
垣
町
史
」よ
り
）

戸切炭鉱

海老津炭鉱
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